
令和３年度 新技術（NETIS）活用状況について

資料－１令和４年度 新技術情報提供システム説明会



１．新技術（NETIS）活用促進の現状
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１．新技術（NETIS）活用促進の現状
新技術データベース『NETIS』の登録から事後評価までの流れ
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 民間事業者等により開発された新技術をＮＥＴＩＳに登録し、公共工事等において積極的に活用

 活用された新技術は、事後評価を行い、開発者へフィードバックされ、更なる新技術の活用・開発へつなげる
（技術のスパイラルアップ）

発注者指定型

施工者選定型

フィールド提供型

ﾃｰﾏ設定型（技術公募）

公 共 工 事 等 に お け る 新 技 術 活 用 シ ス テ ム

技術のスパイラルアップ
Ｗｅｂ上で情報提供
https://www.netis.mlit.go.jp/netis/

新技術データベース『ＮＥＴＩＳ』

約2,800件登録
（R4年4月現在）

ＮＥＴＩＳ
（申請情報）

約820件登録

ＮＥＴＩＳ

（評価情報）

実

用

化

開 発 者

技術開発の
改 良

技術の開発

活 用

直轄工事等において、
施工条件に適した新技
術を活用

登 録

公共工事等に関する、
実用化された技術を
申請、登録

事 後 評 価

技術の成立性や活用効
果などを総合的に評価

【インセンティブの付与】

「推奨技術」 「準推奨技術」
「評価促進技術」
「活用促進技術」

有用な新技術に指定

開発意欲向上

６つの活用方式
試行申請型

活用促進型［試行］



事後評価未実施

1,976技術

71%

事後評価済

798技術

29%

活用なし

1,314技術

47%

NETIS

登録技術数

2,774技術

１．新技術（NETIS）活用促進の現状
ＮＥＴＩＳ登録状況及び登録技術の活用状況

3

九州の登録技術 全国の技術

 全国の技術のＮＥＴＩＳ登録状況は、 2,774技術が登録されているが、約半数の1,314技術が活用されていない。

 九州の技術のＮＥＴＩＳ登録状況は、 410技術が登録されているが、約半数の193技術が活用されていない。

令和4年4月現在

事後評価未実施

327技術

80%

事後評価済

83技術

20%

活用なし

193技術

47%

NETIS

登録技術数

410技術



九州管内における新技術活用状況の推移

 令和３年度の九州管内の新技術（NETIS）活用技術数（延べ）は３，６３２件である。

１．新技術（NETIS）活用促進の現状
新技術（NETIS）活用技術数（延べ技術数）の高水準維持
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23 
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令和３年度 型別・事業別の活用技術件数の内訳（割合）

６年連続３，０００件超え



九州管内における新技術活用状況の推移１．新技術（NETIS）活用促進の現状
九州管内における新技術（NETIS）活用状況の推移「全活用形式」
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 令和３年度の九州管内の新技術（NETIS）活用率（活用工事件数／総工事件数）は49.6％である。
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※新技術はNETIS登録以外の
ICT等活用技術を除く



１．新技術（NETIS）活用促進の現状
九州管内における新技術（NETIS）活用状況の推移「発注者指定型」
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［総工事件数］

R3年度 事業別「発注者指定型」活用率

 令和３年度の九州管内の発注者指定型の新技術（NETIS）活用率（「発注者指定」活用工事件数／総工事件数）
は5.7％である。

※新技術はNETIS登録以外の
ICT等活用技術を除く



１．新技術（NETIS）活用促進の現状
新技術（NETIS）活用による経済効果（コスト縮減）について
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「 発 注 者 指 定 型 」 の メ リ ッ ト

・品質向上 ・コスト縮減
・工期短縮 ・周辺環境対策

現場に適した技術の選定により

工事の品質向上に寄与

経 済 効 果 【 コ ス ト 縮 減 】 （ 令 和 ３ 年 度 ）

発注者指定型 施工者選定型

コスト縮減額（億円） 11 23

コ ス ト 縮 減 効 果
有 り の 活 用 件 数 76 1,840
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※推定値

（※営繕・港湾空港工事を含まない。）

発注者指定型＝経済効果が大きい

令和３年度における
新技術（NETIS）活用による
コスト縮減

全体：約３４億円
（内）発注者指定型：

約１１億円 （約1,500万円／件）

（内）施工者選定型：

約２３億円 （約 127万円／件）

発注者指定型で活用される新技術（NETIS）は
工法等工事の基幹となる技術が多い



【所要工程】10ｍ当り

従来技術：28.41日（現場製作単独基礎）

新技術 ：0.1日（NETIS情報）

１．新技術（NETIS）活用促進の現状
新技術（NETIS）活用による工程短縮効果について
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発注者指定型における工程短縮効果（令和３年度） 工 程 短 縮 に 寄 与 す る 新 技 術 の 例

➢ 地中障害物混在地盤における地盤改良技術

➢ 仮設柵用基礎ブロック

※推定値

　　　（※営繕・港湾空港工事を含まない。）

5,722 

3,346 
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2,000
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延べ所要工程日数

工程短縮効果

約42％短縮

従来技術 新技術

延べ所要工程日数 5722 3346

工 程 短 縮 効 果
有 り の 活 用 件 数 82

所
要
日
数

①確認不要 ②破砕・撹拌同時 ③造成完了

【所要工程】100本当り

従来技術：97日（スラリー攪拌工法+先行掘削工）

新技術 ：35日（NETIS情報）



１．新技術（NETIS）活用促進の現状
発注者指定型での新技術（NETIS）の活用

 発注者指定型で活用される新技術（NETIS）は工法等工事の基幹となる技術が多い

9※参考資料参照



２．九州技術事務所の取組み
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新技術・新工法説明会

工法比較検討支援

新技術説明会

九州技術事務所が行っている新技術（NETIS)の業務

歩掛作成支援

・毎年、九州各県で新技術活用システムに関する説明会を開催

・各事務所に訪問し、新技術活用に関する実務的な説明を実施

NETIS登録・申請等

九州技術事務所 NETIS 検索

◆ 九州技術事務所が行っている新技術（NETIS）の業務 ◆
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工事発注支援
事務所支援のための歩掛作成を継続実施 歩掛作成９８件
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●歩掛作成 ●受付件数

受付件数上位10工法（同位含む12工法）
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⑦

打
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⑧

施
工
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●施工歩掛（標準・高度）フロー

歩
掛
作
成

件
98

平成１４年度より実施



令和３年度 発注事務所への歩掛作成支援 （依頼状況の詳細）
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工事発注支援 「工法比較表データベース」の活用促進及び工種拡大
「工法比較表データベース」を更新し、イントラネット（KYUTIS）に掲載

平成２５年度より実施

【条件入力
シート】

【検索結果：工法比較表】

●道路舗装工Ｗ Ｇ

第１回：令和 3年 7月 1日

●擁壁・法面工Ｗ Ｇ

第１回：令和 3年 8月26日

●軟 弱 地 盤 処 理 工 Ｗ Ｇ

第１回：令和 3年 9月13日
第２回：令和 3年12月23日

●コンクリート構造物補修工Ｗ Ｇ

第１回：令和 3年11月25日

●大型ブロック積み擁壁
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新技術（NETIS）活用の支援 広報・講習活動の充実
「新技術・新工法説明会」各県１回（計６回）実施

●新技術・新工法説明会実施結果

15

実施内容：・新技術概要（活用促進、新技術活用原則義務化）（九州地方整備局）

・NETIS登録技術のプレゼンテーション（NETIS開発会社） 6会場合計94技術

開催地 会場名 説明会実施日
プレゼンテーション技術数

参加人数
来場発表 動画等上映 合計

熊本 くまもと県民交流館パレア 令和3年10月 7日 15 1 16 110

大分
別府国際コンベンションセンター

B-CON PLAZA
令和3年10月14日 14 1 15 93

佐賀 佐賀市文化会館 令和3年11月 2日 15 1 16 109

宮崎 宮崎市民文化ホール 令和3年11月11日 14 1 15 82

長崎 長崎ブリックホール 令和3年11月18日 16 0 16 86

鹿児島 鹿児島県市町村自治会館 令和3年12月 2日 14 2 16 117

計 88 6 94 597

※福岡会場は10月1日（金）に開催予定であったが、福岡県内に発令されている緊急事態宣言を受け、開催中止。

平成２４年度より実施



新技術（NETIS）活用の支援 広報・講習活動の充実
事務所への「事務所説明会」を１回（WEB会議）実施

●新技術説明会実施結果

平成１４年度より実施
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開催日 会 場
所 属 参加者

計
備 考 ※説明内容

職員 職員以外

令和3年11月9日
【 TV会議方式で開催 】

３０事務所（管理所）
57 23 80

・新技術の活用促進について
・NETIS技術の紹介

・発注者指定型の新技術活用状況
・新技術活用の原則および

改良NETISの試行について
・意見交換



新技術（NETIS）活用の支援 広報・講習活動の充実
ｲﾝﾄﾗのKYUTIS､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのNETISｻｲﾄは毎月更新を実施

平成２６年度より実施
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新技術（NETIS）の活用状況、活用効果調査表の提出状況について
四半期毎に各事務所と共有を実施

平成２４年度より実施
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●令和３年度 新技術（NETIS）の活用状況

●令和３年度 新技術（NETIS）活用状況一覧表（事務所別）

１回目：令和 3年 5月
２回目：令和 3年 8月
３回目：令和 3年10月
４回目：令和 4年 1月

●共有実施



「測量」及び「地質調査」に適用可能なＮＥＴＩＳ技術の抽出整理
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのNETISｻｲﾄ等を通じて情報配信を実施

令和元年度より実施
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●業務【設計・調査試験】に関する新技術（NETIS）



国土交通省の直轄工事を実施するにあたり「工事特記仕様書」でＮＥＴＩＳ登録された新技術を活用する際には、「新
技術活用効果調査表」を登録するよう規定されている。

◆新技術活用効果調査表等の提出について◆
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新技術活用計画書と実施報告書は一つの様式となっています。

◆新技術活用計画書・実施報告書の提出について◆

九州地方整備局における新技術活用計画書の記入方法

・計画書作成段階において、

「障害」を除く全ての項目について記入をし
てください

・実施報告書の作成について

「-A」、「-VR」技術
新技術活用計画書作成時より大幅な変更
や施工上で重大な障害や問題があった場
合に、実施報告書を修正してください。

「-VE」技術
実施報告書は不要です。
（「実施報告書完了」のチェックは不要です。）

で塗りつぶした項目（「施工概要」~「作業環境」）
についても記入してください
特に、対象数量に関しては、新技術のコストが推定
できる「新技術部分の数量」を記入してください

※注意
システム上は、記載必要なしと記載されていますが、
九州地方整備局では、NETIS技術の「コスト縮減」
「工期短縮」の効果分析を実施しておりますので、
記入協力をお願いいたします。
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◆イントラ KYUTIS 新技術ポータルサイトの紹介◆

国土交通省内部向け
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◆九州技術事務所 新技術ポータルサイトの紹介◆

九州技術事務所ＨＰ

トップ画面

九州技術事務所HP 九州技術事務所 検索

スマートフォン
タブレットはこちらから
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